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 ご卒業おめでとうございます。というか、誰が卒業するんだっけ？ みなさんは、誰がど

こで何をしているのか把握しきれない、我が道を行く人たちの集まりでしたね。真面目すぎ

る人から落ち着きがなさすぎる人まで、多様性に富んだみなさんの様子を、教室やフィール

ドで眺めるのがとても楽しみでした。 

 優秀な卒論を書く人もいれば、教室で議論の雰囲気を創ってくれる人、フィールドで輝く

人、そのどれでもないけれど、なぜか存在感がある人、いろんな人がいます。大学だから、

良い論文を書いて授業中にすぐれた見識を示した人に良い評価をつけなければなりません。

でもフィールドやそのほかの場所で見せてくれる、みなさんの人間としての資質を思うと、

「S」とか「A」とか PC 画面に入力している手が止まります。自分はこの人を、適切に評

価できているのだろうか。そもそも僕に、この人に成績をつける資格が果たしてあるのだろ

うか。考え込んでしまうこともあります。他人を評価するとき、他人を評価している自分こ

そが真っ先に問われます。 

みなさんと過ごした 2 年間、授業のやり方がいつもうまくいっていたわけではないと思

います。残念ながら、ゼミを最後まで続けることができなかった人もいました。それぞれ事

情があるし、その事実だけですべてが決まってしまうわけではありません。人生は常に予測

しがたいものだから、いまは離れた人たちと、また繋がることも、きっとあるでしょう。た

とえ卒論を書かなかったとしても、みんな、このゼミの卒業生だと思っています。 

 それだけに、この小冊子に収録された卒業論文は輝きを放っています。みなさんの努力と

思いが込められた論稿は、客観的に見てとても水準が高いと思います。勉強に限らず、さま

ざまな活動に取り組んできたみなさんが、これだけのものを成し遂げたことに、どうか自信

をもってください。と同時に、みなさんの指導教授であったことに、僕もささやかな誇りを

持ちたいと思います。そんな些細な体験の積み重ねの先に、自己と他者へのしっかりとした

信頼が生まれてくる。そういえば、そんなことを僕たちはフィールドで学んできましたね。 

 卒業してからも、またどこかでお会いしましょう。相談事や頼み事でもあれば、いつでも

連絡してください。指導教授としての仕事は、みなさんが卒業しても、終わりではありませ

んから。 

 でもひとまず、この 2年間、本当にありがとうございました。お元気で。さようなら。 
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